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交通事故発生状況 

　総件数 
　人身事故 

　　死　者 
（うち高齢者） 

（うち高齢者） 
　　傷　者 
　物損事故 

106件 
14件 

1人 

＋19 
＋2

（6） （＋3） 

（1） （＋1） 
＋1

14人 
92件 

±0 
＋17

件数内訳 平成２２年2月末 前年比 

※高齢者＝65歳以上 

3月の納税 

 
今月の納税はありません 

男 
女 
合　計 
世帯数 

1月末現在 

人 
人 
人 
世帯 

2月末現在 月間増減 
出　生 

－ 
－ 
－ 
－ 

死　亡 転　入 
自然動態  社会動態  

人 
人 
人 
世帯 

人 
人 
人 
世帯 

12,703 
13,878 
26,581 
8,304

8 
9 
17

12,691 
13,847 
26,538 
8,282

12 
31 
43 
22

11 
20 
31

9 
13 
22

18 
33 
51

転　出 

人口の動き 

編
集
後
記 

広
告 

広
告
の
お
申
し
込
み
は 

秘
書
・
広
報
課
ま
で 

　
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
が

今
年
も
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
ず
ま
ず
の
天
候

に
恵
ま
れ
、
約
１１
万
人
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

今
年
も
お
囃
子
に
合
わ
せ

て
「
浮
く
」
子
ど
も
た
ち

の
本
当
に
楽
し
そ
う
な
笑

顔
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

こ
の
姿
に
今
回
「
か
つ
や

ま
„
左
義
長
“
大
使
」
に

任
命
さ
れ
た
作
家
の
椎
名

誠
さ
ん
も
魅
き
つ
け
ら
れ

た
の
で
し
ょ
う
。
勝
山
に

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
春
が

や
っ
て
き
ま
す
。 
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「
白
山
道
・
中
ノ
橋
道
」の
道
標

み
ち
し
る
べ

勝
山
本
町
の
北
側
を
右
に
折
れ
て
進
め
ば
、
大

蓮
寺
前
に
出
る
（
県
道
勝
山
停
車
場
線
）。
す
ぐ

先
の
三
叉
路
を
左
に
折
れ
て
進
み
、
主
要
地
方
道

勝
山
・
丸
岡
線
を
横
切
っ
て
進
め
ば
、
浄
願
寺

前
・
谷
屋
前
に
出
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
猿

倉
・
寺
尾
・
栃
神
谷
・
六
呂
師
・
谷
を
経
て
谷
峠

（
海
抜
九
一
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
進
む
の
が
、
元
の

「
白
山
道
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
蓮
寺
前
に

国
道
一
五
七
号
線
に
繋
が
る
道
路
が
開
通
し
、
今

は
脇
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
元
「
白
山
道
」

を
、
前
田
米
穀
燃
料
店
の
手
前
を
左
に
折
れ
て
そ

の
ま
ま
進
め
ば
、
加
賀
新
保
に
至
る
。
つ
ま
り
、

郡
・
黒
原
を
経
て
中
ノ
橋
を
渡
り
、
竜
谷
か
ら
越

戸
峠
を
越
え
て
、
野
津
又
・
横
倉
集
落
を
経
て
大

日
峠
（
海
抜
一
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
加

賀
新
保
・
小
松
に
出
る
「
加
賀
新
保
道
」
で
あ
る
。

こ
の
分
岐
点
に
写
真
の
道
標
が
あ
り
、
明
和
五
年

（
一
七
六
八
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
標
の
で
き
る
七
〇
年
程
前
、
元
禄
期

（
一
六
九
一
〜
一
七
〇
三
）
に
描
か
れ
た
勝
山
町

図
に
は
、
こ
の
道
筋
に
家
数
は
少
な
い
が
、
既
に

家
並
が
見
ら
れ
、
谷
道
・
黒
原
道
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
つ
の
道
は
時
代
に
よ
っ
て
様
々
な
呼

び
名
が
あ
り
、「
中
ノ
橋
道
」
は
黒
原
道
・
加
賀

新
保
道
・
新
丸
線
・
国
道
四
一
六
号
線
（
滝
波
に

つ
な
が
る
）
と
呼
ば
れ
、「
白
山
道
」
も
谷
道
・

牛
首
道
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

白
山
道
は
白
山
登
頂
へ
の
道
で
あ
る
。
古
代
に

は
、
平
泉
寺
か
ら
白
山
禅
定
道
を
目
指
し
た
が
、

江
戸
期
に
は
、
こ
の
「
白
山
道
」
を
利
用
す
る
の

が
一
般
的
で
、
六
呂
師
・
河こ

う

合ご
う

（
こ
こ
か
ら
小
原

越
え
も
あ
る
）
・
谷
・
牛
首
集
落
か
ら
右
に
折
れ

て
一
之
瀬
を
目
指
し
た
（『
白
山
紀
行
』
・
『
白

山
全
上
記
』
な
ど
）。
牛
首
か
ら
北
へ
そ
の
ま
ま

進
め
ば
、
金
沢
に
到
達
す
る
。
こ
の
白
山
道
（
牛

首
道
）
は
し
ば
し
ば
改
修
さ
れ
、
国
道
昇
格
で
ル

ー
ト
も
小
原
回
り
と
な
り
、
新
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開

通
で
便
利
に
な
っ
た
。文

化
財
保
護
員
　
増
田
公
輔

白山道・中ノ橋道の石標（高
さ50㎝・幅25㎝）現在は中
ノ橋道側20mの道脇に立つ

元禄頃の勝山城下絵図部分
（成器西小学校蔵）

黒原道

谷道


